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２．各協定債権者は、清算株式会社を含む協和
精機製作所グループ各社（株式会社協和製作
所、株式会社協和モールド及び清算株式会社）
と対象債権者（本協定債権者を含む。）にお
いて成立した2023年10月26日付け事業再生計
画書（以下「再生計画」という。）に基づき、
各協定債権者が清算株式会社に対して有する
全ての債権（元本、利息、損害金その他名目
の如何を問わない。）について、その債権の
全てを放棄する。
３．清算株式会社に新たな財産が発見されたと
きは、清算株式会社はこれを速やかに換価し、
本協定債権者に対して、換価代金から必要な
費用を控除した残額を、再生計画における非
保全残高の割合に応じて弁済する。この場合、
本協定債権者が前項の規定により行った債権
の放棄は、新たにされた弁済の限度で効力を
失うものとする。

以 上
神戸地方裁判所伊丹支部

令和８年（ヒ）第３号
大阪府豊中市利倉二丁目13番21号
清算株式会社 株式会社協和モールド
代表清算人 小暮ひとみ
１ 決定年月日 令和８年８月20日
２ 主文 本件協定を認可する。
協定
１．本協定における協定債権者は以下記載の３
名である。

 株式会社池田泉州銀行
 株式会社日本政策金融公庫
 大阪信用保証協会

２．各協定債権者は、清算株式会社を含む協和
精機製作所グループ各社（株式会社協和製作
所、株式会社グローバリーテックジャパン及
び清算株式会社）と対象債権者（本協定債権
者を含む。）において成立した2023年10月26
日付け事業再生計画書（以下「再生計画」と
いう。）に基づき、各協定債権者が清算株式
会社に対して有する全ての債権（元本、利息、
損害金その他名目の如何を問わない。）につ
いて、その債権の全てを放棄する。
３．清算株式会社に新たな財産が発見されたと
きは、清算株式会社はこれを速やかに換価し、
本協定債権者に対して、換価代金から必要な
費用を控除した残額を、再生計画における非
保全残高の割合に応じて弁済する。この場合、
本協定債権者が前項の規定により行った債権
の放棄は、新たにされた弁済の限度で効力を
失うものとする。

以 上
神戸地方裁判所伊丹支部

再生計画認可

再生手続終結

小規模個人再生による再生計
画取消

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告
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